
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成 23 年 4 月 20 日現在

研究分野：社会科学

科研費の分科・細目：社会学・社会学

キーワード：コモンズ、順応的管理、レジティマシー、自然再生、社会的モニタリング

１．研究計画の概要

本研究は、社会のしくみや制度を順応的に
変えていきながら自然環境管理を行ってい
くということ（アダプティブ・ガバナンス）
と、その中における市民調査（市民・住民自
身による調査）の役割を、事例を積み重ねる
ことによって分析し、そこからモデル構築お
よび政策提言をしていくことを目的とする。
すなわち、以下の 2 つの研究を有機的に組み
合わせながら遂行する。（1）自然環境にかか
わる人間の側のしくみの変化に注目する。人
間の側のしくみを柔軟に変化させながら、持
続的に自然環境と関わってきているような
事例をさまざまに集め、議論する。並行して、
自然環境にかぎらず、歴史的環境・まちづく
り・都市計画などについて、同様にしくみを
柔軟に変化させながら維持・管理・統治して
いる事例を集め、議論する。さらに、（2）自
然環境に限らず、市民調査の事例をいろいろ
集め、市民調査の可能性や課題について議論
する。あるいは、市民調査のマニュアル化が
図れないか検討する。同時に、自然やまちを
めぐる人文・社会科学的な調査がもつ実践的
な意味について、市民調査に限らずさまざま
な事例を集めながら考える。

２．研究の進捗状況

3 年間で、各自の事例研究はかなり進み、
また、それらを報告しあって議論を深化させ、
新しい概念やフレームワークを発展させる
ことに成功している。当初想定していた「ア
ダプティブ・ガバナンス」の重要性が事例調
査から裏づけられただけでなく、そのアダプ
ティブ・ガバナンスにとって重要な以下の 3

点がはっきりしてきた。（1）試行錯誤とダイ
ナミズムを保障すること。モデルを考えるこ
と自体は悪くないし、他事例に学んでしくみ
を作ること自体も悪くない。しかし、それを
硬直的に考えると、おかしくなってしまう。
単一のしくみに任せないで、複層的なしくみ
に身を任せること。そうした試行錯誤を認め
ること。あいまいな領域を確保しておくこと。
そうすることが、硬直化を回避し、しくみを
動かしつづけることになる。（2）多元的な価
値を大事にし、複数のゴールを考えること。
ある価値（たとえば「生物多様性」）から始
めた活動も、柔軟なしくみのもとで、多元的
な価値を大切にし、人びとの思いとか志とい
った質的なものや文脈を重視すること。思い
切って問題をずらし、多元的な営みにしてい
き、そのことによって、複数の価値が並存し
て進む。（3）多様な市民による調査活動や学
びを軸としつつ、大きな物語を飼い慣らして、
地域の中での再文脈化を図ること。グローバ
ルな価値を鵜呑みにするのでも、頭から否定
するのでもなく、自分たちの地域の文脈の中
に埋め戻すこと。地域が主体になってその使
いこなしをするためには、地域の中での学び
や組織化が重要なポイントになる。

３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。
（理由）
とくにアダプティブ・ガバナンスについては、
研究グループ各メンバーの熱心な調査によ
り、事例から分析がかなり進んだ。一方、市
民調査の事例収集は、一定程度進み、また実
践的にも進んでいるものの、まだ包括的な調
査研究が終わったとまでは言えない。
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４．今後の研究の推進方策

おおむね順調に進展している。現在これま
での研究成果をもとに出版準備中であり、最
終年度に当たる平成 23 年度は、研究成果を
まとめる段階に入っている。出版については、
単に論文を集めるということはせず、お互い
に討議しながら内容を精査し、統一性のある
書籍にする予定である。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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